
 
 

                                       

                  
                     

                   

市
民
団
体
代
表
四
人
は

午
後
一
時
に
青
森
県
庁
五

階
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対

策
局
を
訪
れ
要
望
書
と
質

問
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
応

対
し
た
の
は
原
子
力
立
地

対
策
課
大
澤
隆
夫
副
参
事

を
中
心
に
松
尾
総
括
主
幹

ら
五
人
で
、
マ
ス
コ
ミ
三
社

も
同
席
し
ま
し
た
。 

 
『要
望
書
』 

約
一
〇
万
人
の
全
国
署 

名
の
趣
旨
を
受
け
と
め
よ 

 

市
民
の
代
表
者
は
ま
ず 

『
要
望
書
』
を
読
み
上
げ 

    

「
私
達
は
鳩
山
総
理
大
臣 

へ
九
万
五
六
九
四
人
（
八
九

団
体
と
個
人
）
の
全
国
署
名

を
提
出
し
、
再
処
理
凍
結
・

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の

耐
震
安
全
管
理
を
求
め
ま

し
た
。
青
森
県
も
こ
の
趣
旨

を
受
け
と
め
、
地
球
規
模
の

汚
染
を
引
き
起
こ
し
か
ね

な
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
に
つ
い
て
、
特
段
の
耐
震

安
全
対
策
を
日
本
原
燃
に

対
し
て
指
導
す
る
べ
き
で

あ
る
」
と
要
請
し
ま
し
た
。 

 

『公
開
質
問
書
』 

周
辺
汚
染
へ
の
対
応
と
漏
え
い 

放
射
能
の
収
支
に
つ
い
て 

 

さ
ら
に
、
質
問
書
も
読
み

上
げ
て
手
渡
し
ま
し
た
。 

 

工
場
周
辺
放
射
能
レ
ベ
ル 

上
昇
を
ど
う
見
る
の
か
？ 

原
燃
自
身
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
や
環
境
科
学
技

術
研
究
所
、
文
部
科
学
省
の

調
査
報
告
書
で
は 

 ◆
尾
駮
沼
の
生
物
や
周
辺

土
壌
の
ヨ
ウ
素
１
２
９
の
数

値
が
数
十
倍
に
な
る
な
ど

急
上
昇
し
て
い
る
が
ど
う

受
け
と
め
て
い
る
の
か
。
ヨ

ウ
素
除
去
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。 

◆
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
に

大
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
と
ク

リ
プ
ト
ン
８
５
が
連
日
放

出
さ
れ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
表
さ
れ
た
。
除
去
装
置
も

つ
け
ず
努
力
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
安
全
協
定
第
五
条

違
反
で
は
な
い
か
。 

◆
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
前

年
に
ア
メ
リ
カ
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
は
疫
学
調
査
を
実

施
し
「
放
射
能
は
微
量
で
も 

危
険
」
と
発
表
し
た
。
こ
れ

は
無
視
出
来
な
い
も
の
で

は
な
い
か
。 

◆
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
以
降

の
海
水
や
生
物
、
放
出
排
気

の
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ヨ
ウ
素

１
２
９
、
ク
リ
プ
ト
ン
の
測

定
値
に
つ
い
て
、
「
定
量
下

限
値
」
と
あ
る
が
単
な
る
設

定
値
で
は
な
い
の
か
。
実
測

値
を
も
っ
と
詳
細
に
発
表

せ
よ
。 

◆
環
境
科
学
技
術
研
究
所

の
「
六
ヶ
所
村
農
業
・
漁
業

世
帯
食
事
調
査
」
で
は
、
ヨ

ウ
素
１
２
９
の
急
上
昇
が
二

〇
〇
八
年
八
月
に
報
告
さ

れ
て
い
る
。
一
体
ど
こ
ま
で

上
昇
し
た
な
ら
ば
危
険
信

号
が
灯
る
の
か
見
解
を
聞

き
た
い
。 
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四
月
一
四
日
『
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
』（
六
ヶ
所
村
）『
ピ
ー

ス
ラ
ン
ド
』（
八
戸
市
）
な
ど
再
処
理
工
場
に
反
対
す
る
青

森
、
岩
手
、
宮
城
の
市
民
団
体
の
代
表
四
人
が
、
青
森
県

庁
と
日
本
原
燃
本
社
を
訪
れ
、
全
国
署
名
で
要
望
さ
れ
た

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
耐
震
安
全
管
理
を
求
め
る

要
請
書
」
と
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
以
降
の
環
境
の
放
射
能

レ
ベ
ル
上
昇
へ
の
見
解
と
、
セ
ル
内
漏
え
い
事
故
の
放
射

性
物
質
の
収
支
報
告
の
不
明
点
へ
の
質
問
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。
回
答
は
五
月
二
〇
日
迄
と
し
ま
し
た
。 

青
森
県
知
事
へ
の
要
請
書
・

質
問
書
の
読
み
上
げ 



セ
ル
内
漏
え
い
事
故
で
行
方

不
明
の
放
射
性
物
質
は
？ 

さ
ら
に
、
昨
年
一
月
の
高

レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化

セ
ル
内
に
お
け
る
放
射
性

廃
液
漏
え
い
事
故
に
つ
い

て
、
原
燃
は
今
年
二
月
二
四

日
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院

に
報
告
書
を
提
出
し
た
が
、

測
定
の
容
易
な
ガ
ン
マ
線

放
出
三
核
種
の
回
収
量
か

ら
計
算
し
て
「
約
九
七
％
回

収
」
と
し
「
誤
差
一
九
％
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

杜
撰
な
報
告
は
許
さ
れ
な

い
。
数
百
種
の
放
射
性
核
種

は
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
？ 

県
と
し
て
指

導
す
べ
き
で
あ
る
。 

『回
答
』は
文
書
で 

市
民
代
表
に
対
し
て
大

澤
副
参
事
は
「
再
処
理
は
国

が
審
査
し
て
い
る
。
可
能
な

限
り
放
射
能
の
環
境
放
出

対
策
を
講
じ
て
き
た
。
回
答

は
文
書
で
行
う
」
と
答
え
ま

し
た
。
市
民
か
ら
は 

「
青

森
県
当
局
は
、
住
民
を
放
射

能
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
姿

勢
が
余
り
に
弱
い
。
放
射
能

レ
ベ
ル
が
増
大
し
て
い
る

の
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

る
の
か
。
除
去
出
来
な
け
れ

ば
停
止
さ
せ
る
の
が
県
の

責
任
で
は
な
い
の
か
」 

と

す
る
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

                     

青
森
県
へ
の
要
請
に
先

立
ち
市
民
団
体
は
午
前
十

一
時
に
六
ヶ
所
村
の
日
本

原
燃
本
社
を
訪
問
し
、
要
請

行
動
を
し
ま
し
た
。
応
対
し

た
の
は
淀
野
宏
和
広
報
総

括
グ
ル
ー
プ
課
長
、
濱
田
広

報
課
長
ら
四
人
で
し
た
。 

市
民
代
表
は
原
燃
社
長

宛
の
『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
固
化
セ
ル
内
漏
え
い
放

射
能
収
支
に
関
す
る
抗
議

と
質
問
状
』
を
読
み
上
げ
て

手
渡
し
ま
し
た
。 

 抗
議
と
質
問
の
要
点 

     

『未
回
収
放
射
能
あ
り
』 

杜
撰
な
報
告
は
許
さ
れ
な
い 

 

◆
『
報
告
書
』
で
は
数
百
種

あ
る
核
分
裂
生
成
物
の
う

ち
ガ
ン
マ
線
放
出
核
種
三

種
の
回
収
量
か
ら
、
『
九

七
％
回
収
・
誤
差
範
囲±

一

九
％
』
と
し
て
い
る
。
誤
差

の
理
由
は
な
に
か
。
広
島
原

爆
二
・
五
発
分
（
セ
シ
ウ
ム

換
算
）
と
い
わ
れ
る
セ
ル
内

漏
え
い
放
射
性
廃
液
の
未

回
収
三
％
と
誤
差
範
囲
一

九
％
は
、
余
り
に
大
き
な
数

字
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
杜

撰
な
報
告
に
抗
議
す
る
。 

 

◆
さ
ら
に
主
排
気
筒
か
ら

の
放
出
放
射
能
に
つ
い
て

も
、
フ
ィ
ル
タ
補
足
の
デ
ー

タ
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ヨ
ウ
素
１
２
９
や
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
９
０
な
ど
環
境
放

出
は
な
い
の
か
。 

◆
セ
ル
内
の
ど
こ
に
ど
の

よ
う
な
形
で
放
射
能
が
残

存
し
て
い
る
か
も
示
さ
れ

ず
、
隣
室
汚
染
に
拡
大
し
て

い
る
恐
れ
も
あ
る
。
再
度
詳

し
い
調
査
を
行
い
公
表
す

べ
き
で
あ
る
。 

環
境
汚
染
の
事
実
に
つ

い
て
の
見
解
を
示
せ 

◆
青
森
県
知
事
へ
の
質
問
と

ほ
ぼ
共
通 

 

事
業
者
の
責
任
を
自
覚
し

て
ほ
し
い
。 

市
民
側
は
、
一
九
七
七
年 

に
毎
日
新
聞
が
報
じ
た
『
再

処
理
工
場
の
重
大
事
故
、
国

民
の
半
数
死
亡
も
』
（
西
独

の
報
告
書
）
の
記
事
を
提
示

し
、
廃
液
な
ど
の
管
理
の
重 

大
性
を
強
調
し
、
事
故
が
起

こ
っ
て
か
ら
「
想
定
外
だ
っ

た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
事

業
者
の
責
任
を
自
覚
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

次
回
か
ら
は 

技
術
者
も
出
席
し
て
ほ
し
い 

こ
れ
に
対
し
て
原
燃
の

淀
野
課
長
は
「
安
全
第
一
に

そ
の
都
度
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
質
問
書
は
即
答
で
き

る
内
容
で
は
な
い
が
、
回
答

は
早
め
に
出
す
よ
う
に
し

た
い
。
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

市
民
代
表
は
、
「
次
回
に

は
技
術
者
も
出
席
し
て
ほ

し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。 

       

     

要
請
行
動
の
最
後
に
青

森
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
で
記

者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。 

 

四
月
当
初
で
、
各
社
と
も

担
当
記
者
が
だ
い
ぶ
入
れ

替
わ
り
、
再
処
理
問
題
に
つ

い
て
熱
心
な
取
材
を
受
け

ま
し
た
。 

 

「
天
恵
の
海
」
八
三
号
な

ど
記
者
会
見
用
の
資
料
を

提
示
し
、
こ
れ
ま
で
の
再
処

理
問
題
の
経
緯
や
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
が
行
わ
れ
た
結

果
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

が
蓄
積
し
耐
震
上
重
大
な

危
険
が
あ
る
こ
と
や
、
大
気

中
や
海
中
に
放
射
能
が
放 

     

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
周
辺

に
お
け
る
大
気
中
の
ク
リ
プ
ト

ン
８
５
滞
留
や
海
水
中
の
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
増
、
尾
駮
沼
や

尾
駮
河
口
の
ヨ
ウ
素
１
２
９
の

濃
度
増
な
ど
の
事
実
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
影
響
と

思
わ
れ
る
こ
の
事
態
に
つ
い
て
、

マ
ス
コ
ミ
は
十
分
に
報
道
せ
ず

人
々
に
は
知
ら
さ
れ
な
い
ま

ま
環
境
汚
染
が
進
む
可
能
性 

    

出
さ
れ
汚
染
が
始
ま
っ
た

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

記
者
か
ら
は
、
「
六
ヶ
所

村
農
業
、
漁
業
者
世
帯
の
常

食
調
査
に
つ
い
て
、
未
発
表

の
デ
ー
タ
を
知
り
た
い
」
な

ど
の
意
欲
的
な
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
新
聞

で
は
「
東
奥
日
報
」
と
「
デ

ー
リ
ー
東
北
」
、
「
毎
日
新

聞
・
青
森
版
」
が
報
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
あ
れ
だ
け

の
熱
心
な
取
材
の
割
合
に

は
青
森
県
外
で
の
報
道
が

少
な
い
よ
う
で
、
不
思
議
な

こ
と
に
思
わ
れ
ま
し
た
。 

      

が
あ
り
ま
す
。
『
岩
手
の
会
』
で

は
四
月
一
九
日
永
田
文
夫
世

話
人
の
作
成
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
資
料
を
も
と
に
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。 

◎
各
地
の
皆
さ
ん
が
学
習
会

を
開
催
す
る
場
合
、
「
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
資
料
」
「
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
「
ミ
ニ
コ
ミ
」
な
ど
を
提
供

出
来
ま
す
。
「
岩
手
の
会
」
と

し
て
学
習
会
の
講
師
を
派
遣

し
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

『
要
請
書
』
『
質
問
書
』

の
全
文
は
、
岩
手
の
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
再
処

理
・
岩
手
の
環
境
』
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。 

再
処
理
工
場
周
辺
の
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て 

事
実
を
伝
え
る
た
め 

各
地
で
学
習
会
を
も
と
う 

日
本
原
燃
社
長
へ
の
要
請

書
・
公
開
質
問
書
手
渡
し 


